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例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
作
品
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
①
評
価
す
べ
き
点
②
課
題

③
今
後
へ
の
期
待
と
3
つ
の
視
点
で
分
析

今
を
乗
り
越
え
る
力
と

勇
気
を
与
え
る
機
会
に

　

こ
れ
ま
で
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
は

「
優
秀
な
酪
農
経
営
者
を
選
定
・
表
彰
し
、

そ
の
経
営
内
容
・
経
営
技
術
等
の
成
果
を
広

く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
酪
農
経
営
の
安
定
・

発
展
に
役
立
て
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
厳
し

い
経
営
情
勢
を
踏
ま
え
、
第
41
回
は

「
酪
農
家
や
組
織
に
よ
る
、
酪
農
全
般
に
関

す
る
優
良
な
取
組
事
例
に
関
し
、
発
表
を

も
っ
て
広
く
関
係
者
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、

酪
農
業
界
の
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

全
農
・
齊

藤
良
樹
常
務

理
事
は
開
会

の
挨
拶
の
な

か
で
、「
全

国
各
地
で
奮

闘
す
る
声
を

皆
様
に
お
届

け
す
る
こ
と

で
、
未
曾
有

の
酪
農
危
機

に
お
い
て
、

今
を
乗
り
越

え
る
力
を
感

じ
、
ま
た
勇
気
を
与
え
る
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
第
41
回
発
表
会
の
趣

旨
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
に
つ
い
て
は
今
回
か
ら
小
澤

壯
行
先
生
（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
応
用

生
命
科
学
部
動
物
科
学
科
教
授
）
に
務
め
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
澤
審
査
員
長
は
「
今
回
の
酪
農
経
営
体

験
発
表
会
は
従
来
と
異
な
る
形
。
酪
農
を
取

り
巻
く
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
う
中
で
、

と
も
に
明
る
い
酪
農
の
未
来
を
想
像
し
よ

う
、
と
い
う
意
図
か
ら
今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
『
未
来
を
創
る
酪
農
の
な
か
ま
』
と
し

た
」
と
発
表
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
う
え
で
「
本
日
の
５
作
品
は
非
常
に
多

岐
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ

実
施
す
る
本
発
表
会
か
ら
多
く
の
学
び
を
得

て
帰
路
に
つ
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

全
国
各
地
の

取
り
組
み
を
発
表

　

本
発
表
会
で
は
酪
農
家
や
酪

農
関
連
組
織
、
地
域
の
概
要
、

課
題
の
背
景
、
取
り
組
ん
で
き

た
内
容
、
今
後
の
展
望
な
ど
を

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
い
た
だ
い
た
の
は
北
海

道
、
岩
手
県
、
宮
崎
県
、
神
奈

川
県
、
島
根
県
の
五
道
県
で
、

組
織
に
よ
る
酪
農
経
営
の
支

援
、
新
規
就
農
支
援
な
ど
の
事

し
、
小
澤
審
査
委
員
長
よ
り
講
評
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
催
と
し

て
き
た
本
発
表
会
で
す
が
、
今

回
は
多
く
の
酪
農
関
係
者
・
学

生
な
ど
が
会
場
を
訪
れ
、
先
駆

的
な
取
り
組
み
事
例
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
と
し
て
、
全
農
グ

ル
ー
プ
の
消
費
拡
大
・
理
解
醸

成
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
富
澤
裕
敏
さ
ん
（
群
馬

県
）
、
北
出
愛
さ
ん
（
北
海

道
）
の
取
り
組
み
内
容
や
活
動

に
か
け
る
想
い
な
ど
を
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
講
演
の

模
様
は
本
誌
７
ペ
ー
ジ
）。

学
生
と
酪
農
家
が

同
じ
壇
上
で

　

酪
農
経
営
体
験
発
表
会
と
併

せ
て
、
第
17
回
「
全
農
学
生

『
酪
農
の
夢
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

最
優
秀
賞
作
品
発
表
・
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
半
田
花
楓
さ
ん
（
静
岡
県

立
藤
枝
北
高
等
学
校
２
年
）
の

作
品
「
牛
ロ
ス
か
ら
考
え
る
こ

と
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
の
後
、
半
田
さ
ん
、
優
秀

賞
を
受

賞
し
た

本
部
琴
海
さ
ん
（
公

益
財
団
法
人
中
国
四

国
酪
農
大
学
校
酪
農

科
１
年
）
、
小
泉
天

花
さ
ん
（
北
海
道
剣

淵
高
等
学
校
総
合
学

科
２
年
）
の
３
名
と

酪
農
家
４
名
に
よ
り

座
談
会
を
実
施
。
淡

路
和
則
審
査
委
員
に

よ
る
進
行
の
も
と
、

「
こ
れ
か
ら
酪
農
を

す
る
担
い
手

に
贈
る
エ
ー

ル
」「
牛
乳

乳
製
品
の
消

費
拡
大
、
酪

農
に
対
す
る

理
解
醸
成
」

と
い
う
二
つ

の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま

し
た
（
表
彰
式
と
座
談
会
の
模
様
は
本
誌
８

ペ
ー
ジ
）。

　

閉
会
式
で
は
全
農
・
齊
藤
常
務
が
、「
今
回

は
『
未
来
を
創
る
酪
農
の
な
か
ま
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
酪
農
家
だ
け
で
は
な
く
組

織
と
の
連
携
に
も
焦
点
を
当
て
る
内
容
と
し

た
。
酪
農
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
行
政
や
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
全
国

協
会
、
そ
し
て
農

協
や
経
済
連
、
全

農
県
本
部
な
ど

J
A
グ
ル
ー
プ
が

一
体
と
な
っ
て
酪

農
家
を
支
え
、
酪

農
家
と
と
も
に
奮

闘
す
る
姿
を
お
届

け
で
き
た
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ

て
、
発
表
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
は
、
昨
年
11
月
30
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
経
ホ
ー
ル
で
「
第
41
回
全
農
酪
農
経

営
体
験
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
酪
農
経
営
を
取
り
巻
く
情
勢
が
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況

に
あ
る
な
か
、
今
回
の
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で
は
「
未
来
を
創
る
『
酪
農
の
な
か
ま
』
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
５
人
の
酪
農
家
と
酪
農
家
を
支
え
る
組
織
に
よ
り
、
次
の
一
歩
を
切
り

開
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
17
回
全
農
学
生
『
酪
農
の
夢
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
も
併
催
さ
れ
、
最
優
秀
作
品
の
発

表
と
受
賞
者
・
酪
農
家
を
交
え
た
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
41
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
開
催

「未曾有の酪農危機を乗り越える力
を感じ、勇気を与える機会となるこ
とを期待」と全農・齊藤良樹常務

組織による酪農経営の支援、新規就農支援などの事例を発表
（写真上は北海道JAひがし宗谷、下は島根県・ダムの見える牧場）

消費拡大・理解醸成活動に取り組む群馬県・
富澤裕敏さん（上）、北海道・北出愛さん（下）
による特別企画講演

この先も酪農が続くために学生と酪農家で意見交換

「酪農の夢」コンクール最優秀賞は静岡県立藤枝北高
等学校2年・半田花楓さん

「今回のスローガンの意図は、明る
い酪農の未来を想像しよう、という
もの」と小澤壯行審査委員長

特集
未
来
を
創
る「
酪
農
の
な
か
ま
」

未
来
を
創
る「
酪
農
の
な
か
ま
」

小澤　 壯行　日本獣医生命科学大学応用生命科学部動物科学科教授
青木　 康浩　東京農工大学大学院農学研究院生物生産科学部門教授
淡路　 和則　龍谷大学農学部教授
清水池 義治　北海道大学大学院農学研究院准教授
深松　 聖也　全国農業協同組合連合会酪農部長

■審査委員長
■審査委員



で「モゥ～っと牛乳／全農」のページもご覧ください。全農　体験発表会 検 索

◆
取
組
概
要

●
家
畜
個
体
識
別
情
報
を
「
キ
ー
」
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
化

し
、
酪
農
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
を
実
現
。

●
組
合
員
へ
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を

配
布
。

●
一
元
管
理
さ
れ

た
酪
農
デ
ー
タ

の
活
用
に
よ
り
、

農
協
職
員
の
業

務
効
率
化
と
、

農
場
の
数
値
化

や
、
見
え
る
化
、

共
有
化
を
図
り
、

組
合
員
の
生
産

性
向
上
と
経
営

の
効
率
化
に
役

立
て
て
い
る
。

（
評
価
す
べ
き
点
）

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
宗
谷
で
は
個
々
の
酪
農
支
援
組
織
、
団
体
が

所
有
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
統
合
・
運
用
し
て
お
り
、
全
国
的

に
極
め
て
珍
し
い
先
駆
的
な
事
例
で
大
い
に
評
価
さ
れ
ま

す
。
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
宗
谷
組
合
長
の
「
単
な
る
乳
搾
り
屋
で
は

な
く
酪
農
経
営
者
と
し
て
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
熱
き
思

い
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
今
後
の
期
待
）

　

ぜ
ひ
資
材
購
入
に
か
か
る
情
報
も
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
経

営
経
済
的
な
分
析
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
変
先
駆
的
、
か
つ
魅
力

的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
講 

評

●
宮
崎
県
、
都
城
市
お
よ
び
J
A
宮
崎
県
経
済
連
（
運
営
主

体
）
が
出
資
し
た
酪
農
家
支
援
の
預
託
牧
場
（
在
場

9
0
6
頭
）
。

●
預
託
期
間
は
生
後
１
ヵ
月
〜
分
娩
２
ヵ
月
前
で
、
宮
崎
牛

改
良
方
針
に
基
づ
く
和
牛
受
精
卵
を
移
植
。

●
約
１
９
・
４
ha
の
土
地
で
自
給
飼
料
を
年
間
１
千
ト
ン
程

度
収
穫
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
を
設
計
。

●
事
故
発
生
時
に
代
替
牛
を
酪
農
家
へ
供
給
す
る
こ
と
で
、

利
用
酪
農
家
の
安
定
的
な
生
乳
生
産
に
寄
与
。

●
ま
た
、
代
替
牛
供
給
の
た
め
公
社
で
経
産
牛
を
飼
養
し
生

乳
生
産
を
実
施
。

◆
取
組
概
要

（
評
価
す
べ
き
点
）

　

宮
崎
県
下
の
酪
農
家
か
ら
預
託
事
業
を
中
心
と
し
て
、

搾
乳
、
肉
用
牛
、
飼
料
生
産
の
三
つ
の
異
な
る
部
門
を
有

機
的
に
連
携
さ
せ
て
い
ま
す
。
畜
産
公
社
の
組
織
運
営
と

い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
三
部
門
の
導
入
は
経
営
リ
ス
ク

の
回
避
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
収
益
部
門
の
形
成
と
い
う

点
か
ら
も
高
く
評
価
で
き
ま
す
。
加
え
て
受
託
し
て
い
る

育
成
牛
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
飼
い
主
に
代
替
牛
を
提

供
す
る
、
と
い
う
従
来
の
預
託
牧
場
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
見
落
と
せ
ま
せ
ん
。

（
今
後
の
期
待
）

　

さ
ら
な
る
投
資
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
部
門
、
ヘ
ル
パ
ー
部
門
へ
の
取
り
組
み
も
一
考
に
値

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
肉
用
牛
部
門

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
の
県
立
八
ヶ
岳
牧
場
が
実
施
す
る
、

「
所
有
肉
用
繁
殖
牛
か
ら
供
給
さ
れ
る
優
良
仔
牛
を
、
山
梨

県
内
の
肉
用
牛
生
産
振
興
地
域
に
限
定
し
て
記
名
入
札
す

る
」
と
い
う
よ
う
な
払
い
渡
し
売
却
事
業
も
検
討
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

◆
講 

評

●
岩
手
県
に
は
13
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
が
あ
り
、

令
和
５
年
８
月
１
日
時
点
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
65
名
。

●
人
材
不
足
の
対
策
と
し
て
認
知
度
向
上
に
向
け
た
各
種

取
り
組
み
を
実
施
。

●
葛
巻
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
は
、
県
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み
で
あ
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
制
作
や
取
材
対
応
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
に
協
力
。

●
利
用
組
合
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
内
高
校
等
へ

の
職
業
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
出
展
を
実
施
。

●
各
種
取
り
組
み
の
結
果
、
葛
巻
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
で
は
令
和
４
〜
５
年
度
に
計
８
名
の
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
を
採
用
。

◆
取
組
概
要

（
評
価
す
べ
き
点
）

　
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
」
と
い
う
用
語
の
認
知
度
を
高
め
る
活

動
に
よ
っ
て
担
い
手
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本

発
表
で
は
一
般
の
方
に
な
じ
み
の
な
い
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
」

を
新
し
い
職
業
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
、
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ

り
、
ほ
か
の
地
域
の
参
考
と
な
る
取
り
組
み
で
す
。
そ
の

結
果
と
し
て
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
・
確
保
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

（
今
後
の
期
待
）

　
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
」
自
体
を
一
生
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き

る
職
業
と
し
て
、
例
え
ば
〝
酪
農
支
援
専
門
員
〞
の
よ
う

な
専
門
職
に
昇
華
さ
せ
る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う
岩
手
県
だ
か
ら
こ
そ
可

能
な
の
で
は
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
講 

評

●
神
奈
川
県
の
酪
農
で
は
珍
し
い
第
三
者
継
承
と
い
う
形
で

新
規
参
入
に
成
功
。

●
前
経
営
者
の
下
で
研
修
を
重
ね
、
既
存
施
設
と
飼
養
牛
を

生
か
し
た
経
営
技
術
を
習
得
。

●
第
三
者
継
承
に
当
た
り
、
県
、
秦
野
市
、
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
公
庫
が
連

携
し
、
酪
農
事
業
継
承
会
議
を
設
置
。

●
酪
農
事
業
継
承
会
議
の
サ
ポ
ー
ト
を
移
譲
希
望
者
と
と
も

に
総
合
的
に
受
け
る
。

●
事
業
継
承
後
、
自
家
施
行
で
施
設
改
修
等
を
積
極
的
に
実

施
し
、
飼
養
牛
の
快
適
性
を
改
善
。

◆
取
組
概
要

（
評
価
す
べ
き
点
）

　

一
般
に
家
族
経
営
に
お
け
る
第
三
者
継
承
に
関
し
て
は
酪

農
経
営
技
術
の
継
承
は
も
と
よ
り
資
産
売
買
を
巡
る
交
渉
が

重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
川
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
行
政
組

織
で
あ
る
神
奈
川
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
た
役
割

が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
自
体
が
と
て
も
珍
し
い
事
例
で
す
。

第
三
者
的
立
場
で
あ
る
行
政
が
継
承
に
い
た
る
課
題
を
積
極

的
に
洗
い
出
し
、
解
決
の
道
を
開
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
は
本

当
に
お
見
事
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
議
事
録

を
厳
密
に
作
成
す
る
こ
と
で
水
掛
け
論
に
陥
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
る
点
は
大
い
に
評
価
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
今
後
の
期
待
）

　

行
政
が
第
三
者
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
積
極
的
に
継
承

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
の
ケ
ー
ス
は
他
の
都
府
県
に
お
け
る

酪
農
の
新
規
参
入
に
お
い
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の

で
す
。
担
当
者
の
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
新
規
就
農
業

務
に
費
や
し
た
労
力
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
の
お
話

で
し
た
が
、
今
後
さ
ら
な
る
事
例
が
生
じ
る
こ
と
を
想
定

し
て
新
規
就
農
を
専
門
と
し
た
部
門
を
構
築
す
る
の
も
一

つ
の
考
え
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
講 

評

JAひがし宗谷
営農部  石黒 敦さん

全農岩手県本部
畜産酪農部酪農課
奥平 真生さん

宮崎県酪農公社
今井 弘高さん

リトルリバーファーム
小川 翔吾さん

家
畜
個
体
識
別
を
キ
ー
と
し
た

「
家
畜
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」の
取
り
組
み

家
畜
個
体
識
別
を
キ
ー
と
し
た

「
家
畜
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」の
取
り
組
み

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
に
向
け
て

〜
職
業
認
知
度
向
上
の
た
め
の
岩
手
県
の
取
り
組
み
〜

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
に
向
け
て

〜
職
業
認
知
度
向
上
の
た
め
の
岩
手
県
の
取
り
組
み
〜

地
域
酪
農
を
支
え
る
預
託
牧
場

〜
生
産
者
と一体
と
な
っ
た
理
想
の
酪
農
組
織
を
目
指
し
て
〜

地
域
酪
農
を
支
え
る
預
託
牧
場

〜
生
産
者
と一体
と
な
っ
た
理
想
の
酪
農
組
織
を
目
指
し
て
〜

「
地
元
で
酪
農
経
営
を
し
た
い
」

神
奈
川
県
初
の
新
規
参
入・第
三
者
継
承
の
道
の
り

「
地
元
で
酪
農
経
営
を
し
た
い
」

神
奈
川
県
初
の
新
規
参
入・第
三
者
継
承
の
道
の
り

上原牧場
上原 和博さん

葛巻町酪農ヘルパー利用組合
チーフ  木戸場 真紀子さん

神奈川県畜産技術センター
企画指導部普及指導課長
仲澤 慶紀さん

北海道

岩手県

宮崎県

神奈川県



で「モゥ～っと牛乳／全農」のページもご覧ください。全農　体験発表会 検 索

●
2
0
1
4
年
地
元
乳
業
メ
ー
カ
ー
（
木
次
乳
業
）
の
支
援

を
受
け
、
新
規
就
農
し
た
放
牧
酪
農
家
。

●
木
次
乳
業
の
先
代
社
長
と
の
約
束
『
牧
歌
的
な
酪
農
』
は
、

牧
場
の
経
営
理
念
。

●
牧
場
の
概
要
（
2
0
2
3
年
2
月
時
点
）：
飼
育
頭
数
は

38
頭
。
放
牧
場
は
2
4
・
5
ha
。

●
経
営
の
特
徴
は
①
放
牧
を
取
り
入
れ
た
飼
育
管
理
、
②

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
に
配
慮
し
た
飼
育
体
系
、
③
省
力

管
理
、
④
堆
肥
の
積
極
的
な
販
売
、
⑤
見
学
・
農
業
体

験
の
受
入
れ
。

●
経
営
開
始
か
ら
力
を
入
れ
た
取
組
み　

①
環
境
保
全
、

②
村
文
化
体
験
、
③
食
育
・
教
育
フ
ァ
ー
ム
。

◆
取
組
概
要

（
評
価
す
べ
き
点
）

　

大
石
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
島
根
県
雲
南
市
・
木
次
乳
業

有
限
会
社
が
経
営
継
承
の
主
体
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
木
次
乳
業
は
低
温
殺
菌
牛
乳
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
牛
乳

の
生
産
を
経
営
の
主
眼
に
据
え
て
お
り
、
良
質
な
原
料
乳

確
保
が
必
須
と
な
る
た
め
、
自
ら
生
乳
供
給
の
担
い
手
確

保
に
努
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
地
元
乳
業
会
社
を

核
と
す
る
担
い
手
確
保
・
育
成
が
結
実
し
て
い
る
事
例
で

あ
り
、
受
け
入
れ
側
と
参
入
者
側
の
理
念
が
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
重
要
だ
と
示
し
て
い
ま
す
。

（
今
後
の
期
待
）

　

六
次
産
業
化
を
視
野
に
い
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

ど
う
か
既
存
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
は
な
い
、
大
石
さ
ん
だ

か
ら
で
き
る
持
続
的
な
商
品
展
開
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
大
石
さ
ん
は
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
分
野
で
無
償

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
参
加
費

用
の
徴
収
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
責
任
あ
る
事
業
へ
の
取
り

組
み
と
収
益
性
担
保
へ
の
転
換
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

◆
講 

評

　今回、ようやく参加することができて会場の雰囲気を感じられたこと、こうやって皆様の前でお話する機会をいただけ
たこと、大変光栄に思います。
　振り返ってみると昨年発表会に参加したことは自分自身にとって本当によい経験になりました。湿地の多い草地を有効
利用するため、父親の代から続けてきた放牧を評価していただけたことは自分の経営を見直す良いきっかけにもなりまし
た。
　発表会以降、家族や牧場スタッフと話し合いながら営農してきましたが、今年は北海道も猛暑に見舞われ、放牧を一時
中止せざるを得ませんでした。引き続き資材価格の上昇など酪農経営の厳しさを感じる一年でもありました。
　今回は石黒さん発表のシステムを新しく作った事例、奥平さん・木戸場さん発表のヘルパー員の確保や魅力を発信する
こと、今井さん・上原さん発表の預託に関する取組みなどとても大切なことで非常に勉強になりました。小川さん・仲澤
さんによる発表は地元でも「新規就農は大変」と聞いていたので、改めて大変さを実感しました。大石さんの発表には、
私も家族と過ごす時間を大切にしたいと考えておりますので、共感できることが多くありました。
　今、抱えている課題を明確にして正面から向き合うこと、みんなで協力して強い気持ちを持って取り組むこと、今後の
展望や展開を見据えていることなどとても参考になることが多くありました。持続可能な酪農経営をするには変化に適応
して常に新しい技術や知識を取り入れることが大切だと感じました。
　今の酪農情勢は皆様もご承知の通り、過去に経験のない厳しい状況の中です。しかし明けない夜はないように、この厳
しい状況は必ず終わるものだと信じています。

ダムの見える牧場
大石 亘太さん

地
域
に
開
か
れ
た
酪
農
経
営

〜
2
0
0
年
後
も
残
る
牧
場
を
目
指
し
て
〜

地
域
に
開
か
れ
た
酪
農
経
営

〜
2
0
0
年
後
も
残
る
牧
場
を
目
指
し
て
〜

浦部牧場・浦部 雄一さん

昨年の発表会当日、諸事情により急遽欠席となった浦部雄一さんに第41回発表会後の
懇親会でご挨拶いただきましたので、ご紹介します。

第40回 全農酪農経営体験発表会 最優秀賞受賞

島根県

北海道

富
澤
牧
場（
群
馬
県
）  

富
澤 

裕
敏

酪
農
の
未
来
へ
な
か
ま
と
と
も
に
。

オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
の
取
り
組
み

株
式
会
社
山
岸
牧
場（
北
海
道
）  

北
出 

愛

必
要
だ
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
フ
ァ

ン
と
し
て
力
強
く
後
押
し
し
、
そ
れ
を
世
に
普

及
し
て
く
れ
る
方
々
と
も
「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
の

活
動
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
溢

れ
る
牛
愛
と
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
持
っ

て
、
多
く
の
酪
農
家
に
代
わ
り
牛
乳
や
乳
製
品

を
紹
介
し
、
生
産
者
と
テ
ー
ブ
ル
を
つ
な
い
で

く
れ
る
活
動
を
し
て
お
り
、
彼
ら
に
脚
光
が
当

た
る
こ
と
は
消
費
者
に
酪
農
や
牛
乳
・
乳
製
品

を
正
し
く
、
そ
し
て
何
よ
り
楽
し
く
知
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

命
の
暖
か
さ
、
資
源
循
環
、
多
く
の
人
が
関

わ
り
つ
な
が
る
連
携
、
そ
し
て
お
い
し
さ
。
酪

農
が
も
つ
価
値
は
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
出

て
き
ま
す
。
ま
ず
は
も
う
一
度
自
分
た
ち
で
こ

れ
を
か
み
し
め
、
そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
外
へ

発
信
し
て
い
く
。
そ
の
時
、
必
ず
関
わ
る
人
全

員
で
肩
を
組
み
や
っ
て
い
く
。
今
こ
そ
こ
ん
な

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
失

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
今
後
も
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
守
っ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
未
来
を
作
っ
て
い
く
子
供
た
ち
の
目
に

映
る
牛
や
自
然
、
自
分
た
ち
の
姿
が
あ
る
風
景

が
、
魅
力
的
で
残
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
日
か
ら
も
し
っ
か
り
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
出
場
し
た
第
35
回
発
表
会
以
降
、
外
国

人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
開
始
や
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
発
情
発
見
装
置
導
入
な
ど
、
さ
ら
に
牧
場

経
営
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
協
同
乳
業
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ

た
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
生
産
者
と
製
品
加
工
者
が
目
に
見
え
る
形

で
関
わ
れ
る
関
係
性
こ
そ
、
乳
業
界
全
体
の
中

で
大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
牛
乳
と
い

う
製
品
を
通
じ
て
、
乳
業
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

活
動
で
き
る
こ
と
は
酪
農
家
に
と
っ
て
も
よ
い

影
響
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
会
員
と
し
て
消

費
者
交
流
活
動
、
酪
農
の
理
解
醸
成
活
動
、
若

手
後
継
者
と
の
交
流
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
の
酪
農
家
と
し
て

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

「
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
と
い
う
活
動
や
「
牛

乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、

各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
感
じ
る
課
題
や
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
話
し
合
う
取
り
組
み
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
教
育
系
学
部
の
学
生
さ
ん
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
牧
場
見
学
の
企
画
や
、
J
ミ
ル
ク
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
酪
農
家
の
立
場
か
ら
呼
ん

で
い
た
だ
い
た
り
酪
農
業
界
全
体
の
未
来
を
よ

り
良
く
し
て
い
け
る
よ
う
に
普
段
か
ら
意
見
を

出
し
合
っ
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
的
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

前
回
の
発
表
時
、
酪
農
乳
製
品
の
フ
ァ
ン
が

　

山
岸
牧
場
は
生
乳
の
生
産
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
、

自
分
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
酪
農
の
魅

力
を
発
信
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
家
族
経
営

の
牧
場
で
す
。
牧
場
体
験
の
取
り
組
み
は
８
年

目
に
な
り
ま
す
。
完
全
予
約
制
で
体
験
時
間
は

２
時
間
。
生
産
現
場
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

繁
忙
期
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ヨ

ー
グ
ル
ト
製
造
・
販
売
は
２
０
１
０
年
か
ら
は

じ
め
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
フ
ァ
ー
ム
キ

ッ
チ
ン
さ
く
ら
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
人
気
で
、
酪
農

に
興
味
の
な
い
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
酪

農
を
身
近
に
感
じ
牛
乳
・
乳
製
品
へ
の
愛
着
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
酪
農
家
と
消
費
者
の
新
た
な
交
流
の
場

を
全
農
さ
ん
・
協
同
乳
業
さ
ん
と
企
画
し
ま
し

た
。
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
、
夏
休
み
・
春

休
み
の
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
５
回
、
１
回
あ
た
り
４
講
演
の
べ
３
０
０
組

が
参
加
し
ま
し
た
。
画
面
に
映
る
現
場
を
リ
ア

ル
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
参
加
者
に
は
牧
場

の
匂
い
や
感
触
も
感
じ
ら
れ
る
教
材
と
し
て
牧

草
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
第
２
回
目
か

ら
は
他
団
体
と
の
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
す
び
え
と
連
携
し
全
国

12
ヵ
所
、
約
４
０
０
名
の
子
ど
も
食
堂
に
配
信

し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
協
同
乳
業
が
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
相
模
原
の
フ
ァ

ン
サ
ポ
ー
タ
ー
に
配
信
し
ま
し
た
。
三
つ
目
は

Ｊ
ミ
ル
ク
が
取
り
組
む
土
日
ミ
ル
ク
食
堂
と
コ

ラ
ボ
開
催
し
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
来
場
者
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
ル
ミ
ネ
ア
グ

リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
コ
ラ
ボ
し
、
ル
ミ
ネ
利
用

者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
で
は
三
つ
の
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
見
て
」
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
直
接
的
な
体
験
が
で
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
〝
今
〞
を
大
切
に
、
リ
ア
ル
さ
を

伝
え
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
「
話
し

て
」
。
参
加
者
一
人
一
人
と
話
し
疑
問
に
答
え

る
こ
と
で
酪
農
へ
の
興
味
を
深
め
た
り
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
つ
目
は
「
知

る
」
。
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
な
く
、
ク
イ
ズ
や
自

分
が
出
し
た
質
問
、
他
の
参
加
者
の
質
問
を
通

じ
て
知
る
こ
と
で
、
酪
農
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
酪
農
を
続
け
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
生
産
者
、
生
産
者
団
体
、
乳

業
メ
ー
カ
ー
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
共

有
し
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
「
酪
農
の

夢
」
出
張
授
業
で
学
生
に
「
酪
農
業
界
は
チ
ー

ム
だ
と
気
づ
い
た
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た

が
、
あ
れ
か
ら
６
年
た
ち
、
実
際
に
チ
ー
ム
が

で
き
た
こ
と
で
、
消
費
者
と
つ
な
が
り
酪
農
を

知
り
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

第
41
回
特
別
企
画
講
演
①

第
41
回
特
別
企
画
講
演
②



  

家
族
と
酪
農
へ
の
思
い

を
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
く
、
審
査
委
員
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
る
作
品
を
推
し
て
い
る
と
い
う

か
つ
て
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
作

品
を
見
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
文
章
、
構
成

力
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
し
た
。
胸
を
打
つ
、

そ
し
て
い
か
に
関
係
者
を
勇
気
づ
け
、
ほ
っ

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
勝
ち
抜

い
た
と
い
う
よ
り
も
、
酪
農
を
支
え
た
い
と

い
う
思
い
を
も
つ
作
者
１
５
６
人
の
代
表
だ

と
捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
、「
今
年
は
特
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
」
と
い

う
言
葉
が
出
ま
す
が
、
今
年
も
本
当
に
ど
れ

こ
り
さ
せ
る
か
、
と
い
っ
た
観
点
で
ト
ー
タ

ル
で
判
断
し
こ
の
作
品
な
ら
、
と
い
う
こ
と

で
選
考
し
ま
し
た
。
優
劣
で
は
な
く
代
表
と

し
て
受
賞
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
う
い
っ
た
作
品
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
審

査
委
員
お
よ
び
関
係
者
一
同
、
本
当
に
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
若
い
世
代
が
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
酪
農
に
興
味
を
持
ち
、
そ
し
て
な
ん

と
か
し
た
い
と
思
っ
て
行
動
を
起
こ
そ
う
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
本
当
に
敬
服
し
た
次
第

で
す
。

全農　酪農の夢 検 索 で「モゥ～っと牛乳／全農」のページもご覧ください。本人による朗読も、動画でご覧いただけます。

考
え
る
こ
と
」
が
栄
え
あ
る

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ご
本
人
に
よ
る
朗
読
の
後
の

審
査
講
評
で
、
淡
路
和
則
先

生
は
「
今
回
は
非
常
に
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
作
品
ば
か
り
で
、

酪
農
を
維
持
発
展
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
作
品
が
非
常

に
多
か
っ
た
。
受
賞
作
品
は

コ
ン
ク
ー
ル
で
勝
ち
抜
い
た

と
い
う
よ
り
酪
農
を
支
え
た

い
と
い
う
思
い
を
持
つ
作
者

の
代
表
と
し
て
選
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
と
半
田
さ

ん
の
作
品
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
は
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
受
賞
者
３
名
と

御
指
導
の
先
生
方
、
発
表
会

に
参
加
し
た
４
名
の
酪
農

家
、
さ
ら
に
審

査
委
員
の
淡
路

和
則
先
生
も
交

え
て
座
談
会
を

行
い
、
改
め
て

作
品
や
執
筆
し
た
学
生
の
素
顔

を
紹
介
。
そ
の
上
で
「
次
世
代

の
担
い
手
へ
の
エ
ー
ル
」「
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
と
酪

農
へ
の
理
解
醸
成
」
と
い
う
２

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
学
生

か
ら
の
質
問
を
元
に
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
「
第
41
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」
第

二
部
と
し
て
「
第
17
回
全
農
学
生
『
酪
農
の

夢
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
最
優
秀
作
品
の
発
表

と
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
全
国
の
高
校
・
大
学
・
大
学
校
か

ら
多
く
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
静
岡
県
立
藤
枝
北
高
等
学
校
２

年
・
半
田
花
楓
さ
ん
の
作
品
「
牛
ロ
ス
か
ら

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
対
し
て
約
１
・
５

倍
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
に
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
学
校
も
あ
り
、
数
の
増
加
と

と
も
に
裾
野
の
広
が
り
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

作
品
の
傾
向
と
し
て
は
、
や
は
り
酪
農
情

勢
の
厳
し
さ
を
踏
ま
え
て
作
文
を
書
い
て
い

る
こ
と
が
非
常
に
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

酪
農
が
厳
し
い
と
い
わ

れ
る
な
か
で
廃
棄
の
問
題

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
方

で
酪
農
乳
業
関
連
団
体
の
取
り
組
み
も
紹
介

さ
れ
、
世
の
中
で
酪
農
と
乳
業
に
関
心
が
向

い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
裾
野
が
広
が
り
関
心
が
高

ま
っ
た
こ
と
は
非
常
に
い
い
こ
と
で
す
し
、

継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

裾
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で
作
品
も
多
様
性

に
富
む
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
や
は
り
柱
と
な
っ
た
の
は
厳
し
い
情
勢

の
中
で
も
酪
農
を
し
て
い
く
、
と
い
う
決
意

を
込
め
た
作
品
、
あ
る
い
は
酪
農
を
直
接
し

な
く
て
も
酪
農
を
支
え
た
い
と
い
う
作
品
で

し
た
。
酪
農
を
維
持
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
作
品
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
今
回
、

左から、愛知県立農業大学校・松本侑馬さん、神奈川県立相原高校・嶌田里桜さん、中国四国酪農大学
校・本部琴海さん、北海道剣淵高校・小泉天花さん、静岡県立藤枝北高校・半田花楓さん、岩手大学農
学部・海上晴香さん、日本獣医生命科学大学・斉藤愛奈さん、静岡県立田方農業高校・鈴木菜々美さん

　（敬称略）

全
農
学
生「
酪
農
の
夢
」コ
ン
ク
ー
ル

全
農
学
生「
酪
農
の
夢
」コ
ン
ク
ー
ル

審
査
講
評

第
17
回

  

家
族
と
酪
農
へ
の
思
い

淡
路
和
則　
最
優
秀
賞
・
半
田
花
楓
さ
ん
の
作
品

は
離
農
か
ら
話
が
始
ま
っ
て
、
酪
農
の
厳
し
さ
を

高
校
で
の
課
題
で
自
分
な
り
に
理
解
し
、
な
ん
と

か
し
よ
う
と
料
理
人
に
な
る
と
い
う
夢
を
追
い
か

け
て
い
ま
す
。
作
品
へ
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

★
半
田
花
楓　
私
の
家
は
酪
農
を
や
め
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
酪
農
に
か
か
わ
る
形
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
同
じ
境
遇
の
方
や
酪
農
に
興
味
が
あ
る
方
に

す
こ
し
で
も
思
い
が
届
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

淡
路　
半
田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
さ
ん
か
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

★
芝
原
先
生　
普
段
は
お
と
な
し
く
て
穏
や
か
な

ん
で
す
け
ど
、
非
常
に
芯
が
強
く
て
自
分
が
決
め

た
こ
と
を
突
き
進
む
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。

離
農
し
た
も
の
の
「
酪
農
の
な
か
ま
」
で
あ
り
続

け
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
形
に
で
き
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
大
石
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た
れ

ま
し
た
か
？

♦
大
石
亘
太　
酪
農
の
現
状
を
よ
く
調
べ
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
ご
実
家
の

仕
事
を
誇
り
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も

う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
お
婆
さ
ん
に
と
っ

て
お
孫
さ
ん
が
自
分
の
仕
事
を
誇
り
に
思
っ
て
く

れ
る
の
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

淡
路　
優
秀
賞
一
人
目
・
本
部
琴
海
さ
ん
の
作
品

は
口
蹄
疫
で
牛
が
い
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
話

が
始
ま
り
ま
す
。
祖
父
と
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
決
意
、
覚
悟
。
そ
し
て
ご
両
親
が
0
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
酪
農
を
再
開
さ
れ
た
。
当
時
の
子

供
目
線
で
、
口
蹄
疫
に
よ
っ
て
牛
舎
か
ら
牛
が
消

え
離
農
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
触
れ
、
非
常

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ど
う
い
う
思
い
を
こ
め

た
の
で
し
ょ
う
か
。

★
本
部
琴
海　
過
去
を
乗
り
越
え
て
実
家
の
牧
場

を
未
来
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
け
る
よ

う
に
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

淡
路　
本
部
さ
ん
は
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
生
徒

さ
ん
で
す
か
。

★
山
田
先
生　
将
来
の
目
標
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
し
、
ま
わ
り
の
友
達
と
も
す
ご
く
楽
し
ん
で
作

業
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
本
部
さ
ん
に
つ
い
て
北
出
さ
ん
か
ら
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

♦
北
出
愛　
口
蹄
疫
の
こ
と
は
テ
レ
ビ
で
知
っ
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
当
時
の
リ
ア
ル
な
様
子
か

ら
悲
し
さ
、
悔
し
さ
、
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い

気
持
ち
な
ど
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
両
親
や

祖
父
の
働
く
姿
を
し
っ
か
り
見
て
地
域
の
こ
と
を

考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
優
秀
賞
二
人
目
・
小
泉
天
花
さ
ん
の
作
品

で
は
、
牛
乳
の
廃
棄
を
減
ら
す
た
め
先
生
に
掛
け

合
っ
て
牛
乳
プ
リ
ン
を
作
っ
た
り
、
あ
る
い
は
地

域
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
牛
乳
を
た
く
さ
ん
使
っ
た

も
の
を
組
み
込
ん
で
も
ら
う
と
い
っ
た
努
力
が
描

か
れ
て
お
り
、
青
春
物
語
を
読
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。
作
品
に
込
め
た
思
い
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

★
小
泉
天
花　
毎
日
、
両
親
が
朝
早
く
か
ら
牛
舎

に
行
っ
て
搾
っ
て
い
る
牛
乳
が
給
食
で
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
て
、
本
当
に
つ
ら
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
も
っ
と
み
ん
な
に
牛
乳
を
好
き
に

な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で

書
き
ま
し
た
。

淡
路　
小
泉
さ

ん
は
学
校
で
は

ど
ん
な
様
子
で

し
ょ
う
か
。

★
小
松
先
生　

お
だ
や
か
で
は

あ
る
の
で
す
が

強
い
気
持
ち
を

も
ち
行
動
力
が

あ
る
生
徒
で

す
。
廃
棄
問
題

は
私
ど
も
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
生

徒
が
自
ら
切
り
開
い
て
い
っ
て
い
る
こ
と
に
教
員

と
し
て
も
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

淡
路　
上
原
さ
ん
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

♦
上
原
和
博　
自
分
の
行
動
に
よ
っ
て
周
囲
を
変

え
て
い
く
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
、
そ
の
若

さ
で
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
原
動
力
が
家
族
の
酪

農
を
守
る
た
め
、
と
い
う
点
が
ま
た
素
晴
ら
し

受
賞
者
座
談
会

受
賞
者
座
談
会

い
。
両
親
が
と
て
も
素
敵
な
経
営
を
な
さ
っ
て
い

る
と
感
じ
た
し
、
僕
も
そ
う
い
う
酪
農
経
営
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

淡
路　
優
秀
賞
三
人
目
・
和
田
蓮
音
さ
ん
は
本
日

登
壇
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
私
か
ら
紹
介
い
た
し

ま
す
。
和
田
さ
ん
ご
自
身
の
家
は
酪
農
を
や
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
祖
父
と
叔
父
が
経
営
す
る
牧
場
に

手
伝
い
に
行
き
、
そ
こ
で
酪
農
の
魅
力
に
と
り
つ

か
れ
ま
し
た
。
後
継
者
と
し
て
名
乗
り
出
た
も
の

の
一
度
は
断
ら
れ
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
、
さ

ら
に
酪
農
に
つ
い
て
勉
強
し
、
手
伝
い
も
頻
繁
に

通
い
、
和
田
牧
場
の
３
代
目
と
し
て
認
め
ら
れ
た

と
い
う
作
品
で
す
。
Ｚ
世
代
と
言
わ
れ
る
中
で
も

酪
農
に
か
け
る
情
熱
・
根
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と

に
嬉
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

  

牛
が
い
る
あ
り
が
た
み

淡
路　
私
た
ち
は
牛
が
い
る
こ
と
を
当

然
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
り
が

た
み
を
こ
こ
で
一
度
考
え
て
み
た
い
。

あ
る
日
、
突
然
、
牛
舎
か
ら
牛
が
い
な

く
な
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

♦
小
川
翔
吾　
僕
は
ま
だ
牧
場
の
歴
史

が
浅
い
の
で
、
も
う
一
度
や
り
な
お
そ

う
と
思
え
ま
す
が
、
長
年
続
け
て
き
た

牧
場
だ
っ
た
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

♦
大
石　
私
は
は
じ
め
て
10
年
で
す

が
、
そ
れ
で
も
牛
一
頭
一
頭
に
思
い
出

も
あ
り
、
そ
れ
を
失
う
の
は
率
直
に
と

て
も
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
牛
が
当
た
り
前
に
い
る
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
二
つ
の
柱
で
話
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
次
世
代
の
担
い

手
へ
の
エ
ー
ル
」
で
す
。
事
前
に
生
徒
さ
ん
た
ち

に
酪
農
家
さ
ん
へ
の
質
問
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？（
半
田
）」、「
や
り

が
い
や
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？（
本
部
）」、「
酪
農

経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
？（
小

泉
）」で
す
ね
。
半
田
さ
ん
自
身
は
ど
ん
な
時
に
や

り
が
い
や
喜
び
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
か
。

★
半
田　
周
り
の
人
に
あ
げ
た
牛
乳
に
お
い
し
い

と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
が
嬉
し
い
で
す
。

淡
路　
逆
に
大
変
だ
と
思
う
の
は
？

★
半
田　
や
は
り
自
分
の
時
間
が
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
な
か
で
も
時
間
を
作
っ
て
遊
ん
で
く
れ

た
り
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
た
り
し
た
両
親
を
と
て

も
尊
敬
し
て
い
ま
す
し
、
私
も
そ
の

よ
う
な
酪
農
家
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

淡
路　
富
澤
さ
ん
が
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
。

♦
富
澤
裕
敏　
僕
の
牧
場
だ
と
年

間
70
回
ぐ
ら
い
お
産
を
見
ら
れ
る

の
で
す
が
、
そ
の
瞬
間
は
何
度
見
て

も
感
動
す
る
し
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

淡
路　
小
川
さ
ん
が
大
変
だ
と
感
じ

る
の
は
？

♦
小
川　
僕
は
今
一
人
で
作
業
し
て

い
る
の
で
3
6
5
日
休
み
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
楽
し
く
で
き
て

い
る
の
で
、
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
次
第
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

淡
路　
や
は
り
や
り
が
い
や
喜
び
を

感
じ
る
瞬
間
も
あ
れ
ば
大
変
さ
を
感

じ
る
瞬
間
も
あ
る
。
小
泉
さ
ん
は
ご

家
族
で
酪
農
を
や
っ
て
い
く
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。

★
小
泉　
牛
乳
を
お
い
し
い
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
と
て
も
あ
る
の
で
、
お

い
し
い
牛
乳
を
作
る
た
め
牛
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
経
営

を
し
た
い
で
す
。

淡
路　
富
澤
さ
ん
、
上
原
さ
ん

は
酪
農
経
営
を
し
て
い
く
上
で

何
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す

か
？

♦
富
澤　
酪
農
は
人
と
牛
、
両

方
と
も
い
な
い
と
成
立
し
ま
せ

ん
。
牛
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
自
身
も
含
め
て
働
く

人
の
健
康
を
考
え
な
が
ら
経
営
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

♦
上
原　
身
も
蓋
も
な
い
の
で
す
が
お
金
は
大
事

で
す
。
あ
と
は
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
仲
間
、
地

域
の
方
々
の
助
け
で
す
ね
。

淡
路　
二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
と
酪
農
へ
の
理
解
醸
成
」
で
す
。「
ど
ん

な
人
に
牛
乳
を
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
で
す
か（
半

田
）」、「
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
す
る
時
に
ど
ん
な
工
夫

を
す
れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
か（
本
部
）」、「
牛
乳
消
費
拡
大

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と（
小
泉
）」
で

す
ね
。
富
澤
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

♦
富
澤　
無
料
配
布
で
は
普
段
牛
乳
に
な
じ
み
が

な
か
っ
た
り
、
学
校
給
食
以
降
、
離
れ
て
い
た
方

に
も
う
一
回
飲
ん
で
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
牛
乳
か
ら
離
れ
て
い
る
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
う
い
う
機
会
を
作
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
消
費
拡
大
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
で
は
？

♦
富
澤　
僕
の
場
合
は
、
牛
乳

を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
機
会

を
作
る
場
に
は
行
き
た
い
し
、

実
際
に
牧
場
で
牛
に
触
っ
て
も

ら
う
機
会
も
作
り
た
い
。
一
つ

に
絞
ら
ず
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア

を
考
え
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
小
泉
さ
ん
は
ど
ん
な
給

食
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す

か
？

★
小
泉　
シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
な

牛
乳
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
料
理
の
ほ
か
、
デ
ザ
ー

ト
や
牛
乳
プ
リ
ン
、
杏
仁
豆
腐
を
出
せ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

淡
路　
半
田
さ
ん
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

サ
ー
チ
す
る
な
か
で
、
牛
乳
を
手
に
取
っ
て
も
ら

う
た
め
に
参
考
に
な
っ
た
事
例
は
あ
り
ま
し
た

か
。

★
半
田　
普
段
牛
乳
を
あ
ま
り
手
に
取
ら
な
い
、

一
人
暮
ら
し
の
方
や
自
炊
す
る
人
に
牛
乳
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
を
提
供
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

淡
路　
そ
う
い
っ
た
情
報
発
信
は
必
要
で
す
ね
。

本
部
さ
ん
は
将
来
こ
ん
な
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
願
望
は
あ
り
ま
す
か
？

★
本
部　
子
供
の
目
線
に
立
っ
て
子
供
た
ち
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
実
施

し
て
も
っ
と
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

淡
路　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

龍谷大学農学部
食料農業システム学科　
教授　淡路 和則

「
酪
農
の
夢
」コ
ン
ク
ー
ル

最優秀作品を朗読する静岡県立藤枝北高校・半田花楓さん

半田花楓さん 本部琴海さん 小泉天花さん

★
…
学
生
、
教
師

♦
…
酪
農
家

同
時
開
催

同
時
開
催

   最優秀賞
牛ロスから考えること
静岡県立藤枝北高等学校2年　半田花楓

   優秀賞
口蹄疫を乗り越えて
公益財団法人中国四国酪農大学校酪農科1年　本部琴海

「捨ててください」とは言わせない！
～酪農家を目指す私に今できること～
北海道剣淵高等学校総合学科2年　小泉天花

和田牧場の3代目になる
栃木県立那須拓陽高等学校農業経営科2年　和田蓮音

   優良賞
国立大学法人岩手大学農学部共同獣医学科4年　海上晴香
日本獣医生命科学大学応用生命科学部動物科学科3年　斉藤愛奈
愛知県立農業大学校酪農専攻1年　松本侑馬
神奈川県立相原高等学校畜産科学科2年　嶌田里桜
静岡県立田方農業高等学校動物科学科3年　鈴木菜々美
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家
族
と
酪
農
へ
の
思
い

淡
路
和
則　
最
優
秀
賞
・
半
田
花
楓
さ
ん
の
作
品

は
離
農
か
ら
話
が
始
ま
っ
て
、
酪
農
の
厳
し
さ
を

高
校
で
の
課
題
で
自
分
な
り
に
理
解
し
、
な
ん
と

か
し
よ
う
と
料
理
人
に
な
る
と
い
う
夢
を
追
い
か

け
て
い
ま
す
。
作
品
へ
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

★
半
田
花
楓　
私
の
家
は
酪
農
を
や
め
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
酪
農
に
か
か
わ
る
形
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
同
じ
境
遇
の
方
や
酪
農
に
興
味
が
あ
る
方
に

す
こ
し
で
も
思
い
が
届
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

淡
路　
半
田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
さ
ん
か
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

★
芝
原
先
生　
普
段
は
お
と
な
し
く
て
穏
や
か
な

ん
で
す
け
ど
、
非
常
に
芯
が
強
く
て
自
分
が
決
め

た
こ
と
を
突
き
進
む
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。

離
農
し
た
も
の
の
「
酪
農
の
な
か
ま
」
で
あ
り
続

け
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
形
に
で
き
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
大
石
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た
れ

ま
し
た
か
？

♦
大
石
亘
太　
酪
農
の
現
状
を
よ
く
調
べ
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
ご
実
家
の

仕
事
を
誇
り
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も

う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
お
婆
さ
ん
に
と
っ

て
お
孫
さ
ん
が
自
分
の
仕
事
を
誇
り
に
思
っ
て
く

れ
る
の
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

淡
路　
優
秀
賞
一
人
目
・
本
部
琴
海
さ
ん
の
作
品

は
口
蹄
疫
で
牛
が
い
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
話

が
始
ま
り
ま
す
。
祖
父
と
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
決
意
、
覚
悟
。
そ
し
て
ご
両
親
が
0
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
酪
農
を
再
開
さ
れ
た
。
当
時
の
子

供
目
線
で
、
口
蹄
疫
に
よ
っ
て
牛
舎
か
ら
牛
が
消

え
離
農
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
触
れ
、
非
常

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ど
う
い
う
思
い
を
こ
め

た
の
で
し
ょ
う
か
。

★
本
部
琴
海　
過
去
を
乗
り
越
え
て
実
家
の
牧
場

を
未
来
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
け
る
よ

う
に
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

淡
路　
本
部
さ
ん
は
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
生
徒

さ
ん
で
す
か
。

★
山
田
先
生　
将
来
の
目
標
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
し
、
ま
わ
り
の
友
達
と
も
す
ご
く
楽
し
ん
で
作

業
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
本
部
さ
ん
に
つ
い
て
北
出
さ
ん
か
ら
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

♦
北
出
愛　
口
蹄
疫
の
こ
と
は
テ
レ
ビ
で
知
っ
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
当
時
の
リ
ア
ル
な
様
子
か

ら
悲
し
さ
、
悔
し
さ
、
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い

気
持
ち
な
ど
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
両
親
や

祖
父
の
働
く
姿
を
し
っ
か
り
見
て
地
域
の
こ
と
を

考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
優
秀
賞
二
人
目
・
小
泉
天
花
さ
ん
の
作
品

で
は
、
牛
乳
の
廃
棄
を
減
ら
す
た
め
先
生
に
掛
け

合
っ
て
牛
乳
プ
リ
ン
を
作
っ
た
り
、
あ
る
い
は
地

域
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
牛
乳
を
た
く
さ
ん
使
っ
た

も
の
を
組
み
込
ん
で
も
ら
う
と
い
っ
た
努
力
が
描

か
れ
て
お
り
、
青
春
物
語
を
読
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。
作
品
に
込
め
た
思
い
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

★
小
泉
天
花　
毎
日
、
両
親
が
朝
早
く
か
ら
牛
舎

に
行
っ
て
搾
っ
て
い
る
牛
乳
が
給
食
で
捨
て
ら
れ

て
い
る
の
を
見
て
、
本
当
に
つ
ら
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
も
っ
と
み
ん
な
に
牛
乳
を
好
き
に

な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で

書
き
ま
し
た
。

淡
路　
小
泉
さ

ん
は
学
校
で
は

ど
ん
な
様
子
で

し
ょ
う
か
。

★
小
松
先
生　

お
だ
や
か
で
は

あ
る
の
で
す
が

強
い
気
持
ち
を

も
ち
行
動
力
が

あ
る
生
徒
で

す
。
廃
棄
問
題

は
私
ど
も
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
生

徒
が
自
ら
切
り
開
い
て
い
っ
て
い
る
こ
と
に
教
員

と
し
て
も
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

淡
路　
上
原
さ
ん
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

♦
上
原
和
博　
自
分
の
行
動
に
よ
っ
て
周
囲
を
変

え
て
い
く
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
、
そ
の
若

さ
で
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
原
動
力
が
家
族
の
酪

農
を
守
る
た
め
、
と
い
う
点
が
ま
た
素
晴
ら
し

い
。
両
親
が
と
て
も
素
敵
な
経
営
を
な
さ
っ
て
い

る
と
感
じ
た
し
、
僕
も
そ
う
い
う
酪
農
経
営
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

淡
路　
優
秀
賞
三
人
目
・
和
田
蓮
音
さ
ん
は
本
日

登
壇
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
私
か
ら
紹
介
い
た
し

ま
す
。
和
田
さ
ん
ご
自
身
の
家
は
酪
農
を
や
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
祖
父
と
叔
父
が
経
営
す
る
牧
場
に

手
伝
い
に
行
き
、
そ
こ
で
酪
農
の
魅
力
に
と
り
つ

か
れ
ま
し
た
。
後
継
者
と
し
て
名
乗
り
出
た
も
の

の
一
度
は
断
ら
れ
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
、
さ

ら
に
酪
農
に
つ
い
て
勉
強
し
、
手
伝
い
も
頻
繁
に

通
い
、
和
田
牧
場
の
３
代
目
と
し
て
認
め
ら
れ
た

と
い
う
作
品
で
す
。
Ｚ
世
代
と
言
わ
れ
る
中
で
も

酪
農
に
か
け
る
情
熱
・
根
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と

に
嬉
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

  

牛
が
い
る
あ
り
が
た
み

淡
路　
私
た
ち
は
牛
が
い
る
こ
と
を
当

然
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
り
が

た
み
を
こ
こ
で
一
度
考
え
て
み
た
い
。

あ
る
日
、
突
然
、
牛
舎
か
ら
牛
が
い
な

く
な
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

♦
小
川
翔
吾　
僕
は
ま
だ
牧
場
の
歴
史

が
浅
い
の
で
、
も
う
一
度
や
り
な
お
そ

う
と
思
え
ま
す
が
、
長
年
続
け
て
き
た

牧
場
だ
っ
た
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

♦
大
石　
私
は
は
じ
め
て
10
年
で
す

が
、
そ
れ
で
も
牛
一
頭
一
頭
に
思
い
出

も
あ
り
、
そ
れ
を
失
う
の
は
率
直
に
と

て
も
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
牛
が
当
た
り
前
に
い
る
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
二
つ
の
柱
で
話
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
次
世
代
の
担
い

手
へ
の
エ
ー
ル
」
で
す
。
事
前
に
生
徒
さ
ん
た
ち

に
酪
農
家
さ
ん
へ
の
質
問
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？（
半
田
）」、「
や
り

が
い
や
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？（
本
部
）」、「
酪
農

経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
？（
小

泉
）」で
す
ね
。
半
田
さ
ん
自
身
は
ど
ん
な
時
に
や

り
が
い
や
喜
び
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
か
。

★
半
田　
周
り
の
人
に
あ
げ
た
牛
乳
に
お
い
し
い

と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
が
嬉
し
い
で
す
。

淡
路　
逆
に
大
変
だ
と
思
う
の
は
？

★
半
田　
や
は
り
自
分
の
時
間
が
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
な
か
で
も
時
間
を
作
っ
て
遊
ん
で
く
れ

た
り
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
た
り
し
た
両
親
を
と
て

も
尊
敬
し
て
い
ま
す
し
、
私
も
そ
の

よ
う
な
酪
農
家
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

淡
路　
富
澤
さ
ん
が
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
。

♦
富
澤
裕
敏　
僕
の
牧
場
だ
と
年

間
70
回
ぐ
ら
い
お
産
を
見
ら
れ
る

の
で
す
が
、
そ
の
瞬
間
は
何
度
見
て

も
感
動
す
る
し
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

淡
路　
小
川
さ
ん
が
大
変
だ
と
感
じ

る
の
は
？

♦
小
川　
僕
は
今
一
人
で
作
業
し
て

い
る
の
で
3
6
5
日
休
み
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
楽
し
く
で
き
て

い
る
の
で
、
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
次
第
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

淡
路　
や
は
り
や
り
が
い
や
喜
び
を

感
じ
る
瞬
間
も
あ
れ
ば
大
変
さ
を
感

じ
る
瞬
間
も
あ
る
。
小
泉
さ
ん
は
ご

家
族
で
酪
農
を
や
っ
て
い
く
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。

★
小
泉　
牛
乳
を
お
い
し
い
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
と
て
も
あ
る
の
で
、
お

い
し
い
牛
乳
を
作
る
た
め
牛
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
経
営

を
し
た
い
で
す
。

淡
路　
富
澤
さ
ん
、
上
原
さ
ん

は
酪
農
経
営
を
し
て
い
く
上
で

何
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す

か
？

♦
富
澤　
酪
農
は
人
と
牛
、
両

方
と
も
い
な
い
と
成
立
し
ま
せ

ん
。
牛
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
自
身
も
含
め
て
働
く

人
の
健
康
を
考
え
な
が
ら
経
営
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

♦
上
原　
身
も
蓋
も
な
い
の
で
す
が
お
金
は
大
事

で
す
。
あ
と
は
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
仲
間
、
地

域
の
方
々
の
助
け
で
す
ね
。

淡
路　
二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
と
酪
農
へ
の
理
解
醸
成
」
で
す
。「
ど
ん

な
人
に
牛
乳
を
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
で
す
か（
半

田
）」、「
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
す
る
時
に
ど
ん
な
工
夫

を
す
れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
か（
本
部
）」、「
牛
乳
消
費
拡
大

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と（
小
泉
）」
で

す
ね
。
富
澤
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

♦
富
澤　
無
料
配
布
で
は
普
段
牛
乳
に
な
じ
み
が

な
か
っ
た
り
、
学
校
給
食
以
降
、
離
れ
て
い
た
方

に
も
う
一
回
飲
ん
で
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
牛
乳
か
ら
離
れ
て
い
る
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
う
い
う
機
会
を
作
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
消
費
拡
大
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
で
は
？

♦
富
澤　
僕
の
場
合
は
、
牛
乳

を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
機
会

を
作
る
場
に
は
行
き
た
い
し
、

実
際
に
牧
場
で
牛
に
触
っ
て
も

ら
う
機
会
も
作
り
た
い
。
一
つ

に
絞
ら
ず
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア

を
考
え
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

淡
路　
小
泉
さ
ん
は
ど
ん
な
給

食
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す

か
？

★
小
泉　
シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
な

牛
乳
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
料
理
の
ほ
か
、
デ
ザ
ー

ト
や
牛
乳
プ
リ
ン
、
杏
仁
豆
腐
を
出
せ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

淡
路　
半
田
さ
ん
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

サ
ー
チ
す
る
な
か
で
、
牛
乳
を
手
に
取
っ
て
も
ら

う
た
め
に
参
考
に
な
っ
た
事
例
は
あ
り
ま
し
た

か
。

★
半
田　
普
段
牛
乳
を
あ
ま
り
手
に
取
ら
な
い
、

一
人
暮
ら
し
の
方
や
自
炊
す
る
人
に
牛
乳
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
を
提
供
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

淡
路　
そ
う
い
っ
た
情
報
発
信
は
必
要
で
す
ね
。

本
部
さ
ん
は
将
来
こ
ん
な
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
願
望
は
あ
り
ま
す
か
？

★
本
部　
子
供
の
目
線
に
立
っ
て
子
供
た
ち
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
実
施

し
て
も
っ
と
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

淡
路　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

淡路和則先生

富澤裕敏さん 大石亘太さん 小川翔吾さん 上原和博さん

　

全
農
酪
農
部
で
は
、
10
月
29
日
、
東

京
の
松
屋
銀
座
８
階
の
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
た
、「
番
茶
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ｖ
ｏ
ｌ
・
２
〜
あ
な
た
の
番
茶
と

出
会
う
〜
」（
主
催
：
一
般
社
団
法
人
日

本
茶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
協
会
、
入
場
無
料
）

に
ブ
ー
ス
出
展
し
、
番
茶
と
農

協
牛
乳
を
組
み
合
わ
せ
た
番
茶

ラ
テ
の
試
飲
を
は
じ
め
、
牛
乳

を
50
％
以
上
使
用
し
た
乳
飲
料

シ
リ
ー
ズ
「
抹
茶
ミ
ル
ク
」
な

ど
の
物
販
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
「
番
茶
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｖ
ｏ

ｌ
・
２
」
は
、
日
本
茶
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
協
会
に
よ
る
「
銀
座
の

お
茶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
の
屋
上
緑
化
活
動

や
、
地
方
創
生
支
援
な
ど
Ｃ
Ｓ

Ｒ
に
取
り
組
む
松
屋
銀
座
と
の

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

酪
農
業
界
に
お
い
て
は
、
円

安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の

外
な
組
み
合
わ
せ

だ
っ
た
が
、
お
い

し
か
っ
た
。
家
で

も
試
し
て
み
た
い
」

な
ど
の
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
ブ
ー
ス
で

は
牛
乳
を
50
％
以

上
使
用
し
た
抹
茶

ミ
ル
ク
を
は
じ
め

と
す
る
牛
乳
・
乳

飲
料
も
販
売
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
事

前
の
リ
リ
ー
ス
で
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
商
品

と
し
て
予
告
し
て
い
た
「
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
」
も
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
日
本
茶
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
協
会
さ
ん

よ
り
出
展
の

募
集
案
内
が

あ
り
、
本
イ

ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
し

た
。
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な

企
業
・
業
界

と
の
コ
ラ
ボ
を
通
じ
て
牛
乳
の
可
能
性

や
魅
力
発
信
を
進
め
て
い
き
ま
す
！

影
響
で
、
生
乳
生
産
に
必
要
な
飼

料
な
ど
の
価
格
が
高
騰
し
て
お

り
、
酪
農
経
営
は
過
去
に
例
を
み

な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
状
況
で
す
。

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
度

重
な
る
物
価
上
昇
か
ら
牛
乳
・
乳

製
品
の
需
要
も
低
迷
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
全
農
酪
農
部
の
「
ミ
ル
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
ブ
ー
ス
で
は
、
日
本

茶
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
に
番
茶
と
農
協
牛

乳
を
組
み
合
わ
せ
た
番
茶
ラ
テ
の
試
飲

を
通
じ
て
ご
家
庭
で
日
本
茶
と
牛
乳
を

組
み
合
わ
せ
て
飲
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
提
案
し
、
牛
乳
の
可
能
性
や
魅
力
を

発
信
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ミ
ル
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー

ス
で
来
場
者
に
農
協
牛
乳
を
提
供
し
、

出
展
す
る
お
茶
生
産
者
各
社
が
用
意
し

た
「
牛
乳
と
あ
う
番
茶
」
を
組
み
合
わ

せ
て
、
お
好
み
の
「
番
茶
ラ
テ
」
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
牛
乳
と
番
茶
は
意

「
わ
た
し
の
番
茶
ラ
テ
」で
牛
乳
の
可
能
性
を
発
信
！

酪農部「ミルクステーションブース」で番茶ラテをPR

「牛乳とあう番茶」にはPOPをつけてラテ
を提案

全
農
ミ
ル
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
出
展

日
本
茶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
協
会
主
催
　
番
茶
フ
ェ
ス
ｖ
ｏ
ｌ
・
２



牛
乳
・
乳
製
品
の
認
知
お
よ
び
需
要
の
拡
大

を
目
的
に
開
催
。
「
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催
を

き
っ
か
け
に
、
昨
年
８
月
に
は
ル
ミ
ネ
の
お

客
様
と
牧
場
を
つ
な
ぐ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場

体
験
w
i
t
h
ル
ミ
ネ
ア
グ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
酪
農
の
魅
力
発
信
に
っ
ぽ
ん
応
援
マ
ル
シ

ェ
」
で
は
、「
全
国
ご
当
地
牛
乳
飲
み
比
べ
」

を
は
じ
め
、
ご
当
地
牛
乳
ガ
チ
ャ
や
酪
農
ク

イ
ズ
（
正
解
者
に
は
れ
ん
乳
１
kg
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
）、
模
擬
牛
を
使
っ
た
乳
搾
り
体
験
と
も

り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海
道

か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
旅
す
る
ミ
ル
ク
ラ
ン

ド
」
が
登
場
し
、
コ
コ
ア
や
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ

ダ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
飲
み
比
べ
で

は
全
国
７
種
類
の
牛
乳
・
乳
飲
料
を
チ
ャ
ー

ト
付
き
で
提
供
し
、
味
の
違
い
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
飲
み
比
べ
付
近
で

は
練
乳
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、
当
マ
ル

シ
ェ
限
定
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
も
数
量
限
定
で

販
売
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
中
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、そ
れ
で
も
終
日
、
客
足
が
絶
え
る
こ
と

は
な
く
、
事
前
の
告
知
を
も
と
に

来
ら
れ
た
方
の
ほ
か〝
農
協
牛
乳
〞

の
の
ぼ
り
や
〝
飲
み
比
べ
〞
と
い

ク
イ
ズ
を
通
じ
て
消
費
者
と
交
流

　
「
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
全
農
と
農
林
中
金
が
共

同
で
取
り
組
む
地
域
振
興
・
産
地
支
援
の
一

環
で
、（
株
）ル
ミ
ネ
の
取
組
み
で
あ
る
「
ル
ミ

ネ
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
」
と
連
携
し
、
国
産
の

う
言
葉
に
惹
か
れ
て
訪
れ
た
通
り
が
か
り
の

方
も
多
く
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
「
前
回
の

飲
み
放
題
に
行
っ
た
ら
ち
ょ
う
ど
締
め
切
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
、そ
の
リ
ベ
ン
ジ
で
来
ま
し
た

（
笑
）」
と
い
う
方
も
。

　

酪
農
ク
イ
ズ
は
全
部
で
３
問
、「
日
本
で
販

売
し
て
い
る
牛
乳
は
国
産
1
0
0
％
で
あ

る
」
と
い
っ
た
酪
農
関
係
者
に
と
っ
て
は
常

識
と
い
え
る
問
題
ば
か
り
で
し
た
が
、
参
加

者
は
会
場
に
い
る
酪
農
家
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら

っ
て
ク
イ
ズ
に
回
答
し
、
酪
農
や
牛
乳
・
乳

製
品
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
ク
イ
ズ
自
体
の
正
解
不
正
解
と
言
う
よ
り

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
酪
農
家
と
一
般
消

費
者
が
話
す
機
会
に
な
れ
ば
、
と
い
う
の
が

主
目
的
で
す
」
と
話
す
の
は
ご
協
力
い
た
だ

い
た
千
葉
県
・
加
茂
牧
場
の
加
茂
太
郎
さ
ん
。

実
際
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
よ
く
よ
く

考
え
れ
ば
牛
乳
で
海
外
産
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
日
頃
か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
目
を
向

け
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
酪

農
に
対
す
る
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

若
い
人
に
も
牛
乳
の
コ
ア
な
フ
ァ
ン
が

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
り
加
茂
牧
場

の
加
茂
太
郎
さ
ん
は
「
若
い
人
た
ち
が
話
を

聞
い
て
く
れ
る
か
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
っ
た
の

で
す
が
、
意
外
に
も
一
定
数
牛
乳
の
フ
ァ
ン

が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、

〝
牛
乳
の
飲
み
比
べ
し
た
い
〞
と
言
う
姿
を

見
て
、
我
々
も
元
気
を
取
り
戻
せ
た
感
じ
が

し
ま
す
」
と
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

今
後
は
若
い
方
に
も
牛
乳
の
フ
ァ
ン
が
い
る

と
い
う
こ
と
も
認
識
し
つ
つ
、
イ
ベ
ン
ト
を

仕
掛
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
業
界
は
今
も
気
を
抜
け
な
い
危
機
的

な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
な
か
で

酪
農
家
が
安
心
し
て
搾
れ
る
、
ま
た
そ
の
た

め
の
意
欲
が
わ
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
全
農

酪
農
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

「酪農の魅力発信にっぽん応援マルシェ」を開催

に
全
農
酪
農
部
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
」

の
コ
ラ
ボ
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
ワ
ク
ワ
ク
・
ゴ
ク
ゴ
ク
・
パ
ク

パ
ク
土
日
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
２
０
２
３
」
と
題

し
て
、
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ミ
ル
ク
メ
ニ

ュ
ー
の
試
飲
食
、
酪
農
や
乳
業
に
関
す
る
お

仕
事
体
験
、
本
物
の
牛
を
連
れ
て
き
て
搾
乳

の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
な
ど
、
酪
農
や
牛

　

土
日
ミ
ル
ク
と
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
ミ

ル
ク
が
２
０
２
２
年
12
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、

学
校
給
食
が
な
い
日
も
牛
乳
を
飲
む
こ
と
を

習
慣
化
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
み
で
、
そ

の
一
環
と
し
て

昨
年
３
月
に
行

わ
れ
た
「
土
日

ミ
ル
ク
食
堂
」

乳
・
乳
製
品
に
つ
い
て
楽
し
く
お
い
し
く
学

ぶ
祭
り
イ
ベ
ン
ト
。
ブ
ー
ス
出
展
に
あ
た
っ

て
は
他
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
が
前
提
と
さ
れ
て

お
り
、
日
頃
か
ら
消
費
拡
大
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
カ
ル
ピ
ス（
株
）と
協
同
乳
業（
株
）

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
カ
ル
ピ
ス
®
の
農
協
牛

乳
割
り
を
サ
ン
プ
ル
配
布
し
ま
し
た
。

　

コ
ラ
ボ
ブ
ー
ス
は
豊
洲
公
園
「
花
木
と
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場
」
会
場
の
飲
食
休
憩
ス
ペ

ー
ス
目
の
前
と
い
う
好
立
地
に
出
展
。
開
始

時
間
の
10
：
00
以
降
、
１
時
間
毎
に
数
量
を

区
切
っ
て
終
了
の
16
時
ま
で
の
間
に
合
計
８

０
０
杯
を
提
供
し
、
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
配
布
を
開

始
す
る
と
お
客
様
が
集
ま
り
数
分
で
予
定
数

量
を
終
了
。
次
の
時
間
帯
を
楽
し
み
に
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
コ
ラ
ボ
ブ
ー
ス
で
は
コ
ラ
ボ
各
社
の
商

品
も
用
意
。
全
農
酪
農
部
か
ら
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
ば
か
り
の
「
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
や

練
乳
を
使
っ
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
な
ど
も
数
量

限
定
で
販
売
し
、

試
飲
後
の
お
客
様

に
お
買
い
上
げ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

15
時
過
ぎ
に
は

お
笑
い
芸
人
・
木

曽
さ
ん
ち
ゅ
う
さ

ん
が
イ
ベ
ン
ト
ラ

ジ
オ
の
ブ
ー
ス
紹

介
で
訪
れ
、
試
飲

提
供
中
の
「
カ
ル

ピ
ス
®
の
農
協
牛

乳
割
り
」
と
と
も
に
出
展
の
目
的
や
イ
チ
オ

シ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
豊
洲
公
園
」

「
ら
ら
ぽ
ー
と
豊
洲
」
の
二
会
場
合
計
で
約

２
３
０
０
０
人
が
訪
れ
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

や
飲
食
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
た
。
全
農
酪

農
部
ブ
ー
ス
は
15
時
20
分
頃
、
大
好
評
の
う

ち
に
試
飲
提
供
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
試
飲
し
た
方
に
お
話
を
伺
う
と
「
意
外

な
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
が
、
と
て
も

お
い
し
い
」
「
家
で
も
試
し
て
み

る
」
と
非
常
に
好
評
で
し
た
。
ま
た

「
作
り
方
を
知
り
た
い
」
な
ど
の
質

問
も
あ
り
、
牛
乳
・
乳
飲
料
の
新
た

な
楽
し
み
方
を
紹
介
で
き
た
の
で
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

全
農
酪
農
部
で
は
今
後
も
、
こ
う

し
た
コ
ラ
ボ
や
イ
ベ
ン
ト
出
展
な
ど

を
通
じ
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
魅
力

を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

金
曜
日
も
土
日
ミ
ル
ク
！

●カルピス®の農協牛乳割りの作り方
〈材  料〉
カルピス®…50ml
農協牛乳…250ml
〈作り方〉
グラスに氷を入れてカルピス®と冷たい牛乳を
注ぐ。マドラーでよくかき混ぜて完成

カ
ル
ピ
ス

カ
ル
ピ
ス

協
同
乳
業

協
同
乳
業

全
農
全
農

××
××

コ
ラ
ボ
出
展
で

　

全
農
酪
農
部
は
11
月
３
日
（
金
）
文
化
の
日
、
東
京
・
豊
洲
で
開
催
さ
れ
た
「
ワ
ク
ワ

ク
・
ゴ
ク
ゴ
ク
・
パ
ク
パ
ク
土
日
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
２
０
２
３
」
に
カ
ル
ピ
ス
株
式
会

社
、
協
同
乳
業
株
式
会
社
と
と
も
に
コ
ラ
ボ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
カ
ル
ピ
ス
の
農
協
牛

乳
割
り
の
試
飲
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
豊
洲
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
11
月
な
が
ら
夏

日
に
迫
る
暑
さ
。
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
方
が
、
カ
ル
ピ
ス
の
農
協
牛
乳
割
り
や
牛
乳

を
使
っ
た
料
理
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
た
。

カ
ル
ピ
ス
の
農
協
牛
乳
割
り
を

サ
ン
プ
ル
配
布

カ
ル
ピ
ス
の
農
協
牛
乳
割
り
を

サ
ン
プ
ル
配
布

①カルピス株式会社、協同乳業株式会社と全農の
コラボブースを出展
②各時間ごとに先着120杯を提供。多くの人にお
楽しみいただきました
③木曽さんちゅうさんが訪れコラボブースを紹介
④ららぽーと豊洲会場ではヨーグルトの試食も

①

②

③

④

ルミネアグリマルシェルミネアグリマルシェ 農林中金農林中金 JA全農JA全農×× ××

全農酪農部は昨年11月11・12日（土・
日）の２日間、東京の新宿駅東口駅前
広場（ルミネエスト前）で「酪農の魅
力発信にっぽん応援マルシェ」を開催
しました。酪農関係のイベントは家族
連れをメインターゲットとすることが
多く、ご協力いただいた酪農家さんも
開催前は「新宿のど真ん中で、若い人
が話を聞いてくれるか心配だった」と
懸念していましたが、蓋を開けてみれ
ば多くのお客様がイベントを楽しみ、
酪農家と交流していきました。

①②③全国ご当地牛乳飲み比べ
④酪農家が立ち会って模擬牛で乳搾り体験を
⑤れん乳生キャラメルフィナンシェはいちごトッピン
グにれん乳かけ放題付き！
⑥正解者にプレゼントされたれん乳１kgはこのサイズ

①

②

③

④

⑤ ⑥

（
株
）

（
株
）

®

®

®

※「カルピス」はアサヒ飲料（株）の登録商標です。



　

全
農
酪
農
部
で
は
れ
ん
乳
を
使
用
し
た
ア
イ
デ
ア

レ
シ
ピ
を
募
集
す
る
「
れ
ん
乳
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大

学
・
農
業
大
学
校
・
各
種
専
門
学
校
・
高
等
学
校
に

在
籍
す
る
学
生
・
生
徒
に
募
集
を
か
け
、
参
加
を
希

望
さ
れ
た
学
校
に
参
考
レ
シ
ピ
と
れ
ん
乳
１
kg×

12

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
れ
ん
乳
は
令
和

４
年
12
月
末
に
発
生
し
た
余
乳
処
理
の
た
め
緊
急
的

に
製
造
し
た
も
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
開
発

を
通
し
て
れ
ん
乳
の
需
要
を
創
出
し
、「
日
本
の
酪

農
」
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
す
。

　

全
農
が
主
催
す
る
「
学
生
『
酪
農
の
夢
』
コ
ン
ク
ー

ル
」
、
和
牛
甲
子
園
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
学
校

に
、
れ
ん
乳
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
い
た
だ
き

私
た
ち
全
農
と
一
緒
に
日
本
の
酪
農
を
応
援
し
ま
せ

ん
か
？
と
お
声
か
け
し
た
と
こ
ろ
「
れ
ん
乳
の
需
要

創
出
に
少
し
で
も
貢
献
し
『
日
本
の
酪
農
』
を
応
援

し
た
い
！
」「
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
こ
と

で
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
酪
農
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
」「
日
本
の
酪
農
を
応
援
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
や
国
内
酪

農
情
勢
へ
の
理
解
醸
成
な
ど
自
分
た
ち
の
力
で
少
し

で
も
酪
農
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」
等
の
熱
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
共
に
、
８
校
か
ら
44
作
品
の
レ
シ
ピ
が
届
き

ま
し
た
。

　

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
入
賞
レ

シ
ピ
を
選
定
す
る
の
は
難
航
し
ま
し
た
が
、
①
れ
ん

乳
を
し
っ
か
り
使
っ
て
い
て
、
②
誰
で
も
、
カ
ン
タ

ン
に
、
③
美
味
し
く
作
れ
る
も
の
、
の
中
か
ら
４
レ

シ
ピ
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
44
レ
シ
ピ
を

考
え
て
く
だ
さ
っ
た
１
０
７
名
の
学
生
の
皆
さ
ん
！

ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
の
「
応
援
の
チ
カ
ラ
」
は
し
っ
か
り
受
け

取
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

酪
農
の
な
か
ま
で
は
今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
れ
ん
乳
レ
シ
ピ
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

「れん乳レシピコンテスト」「れん乳レシピコンテスト」

作り方

材  料

作り方

材  料

①れん乳大さじ８と白味噌大さじ４を、よく混ぜ合わせる。
②①を４等分に小分けし、すりごま　バジル　山椒粉末　おろしショウガとすりごま　をそれぞれ、お好みの分量をいれる。
③賀茂なすや万願寺とうがらし、ズッキーニ、ジャガイモ、タマネギなどを、ホットプレートでオリーブオイル適量で焼く。
④焼けた野菜に、お好きなコンディマンをお好きなだけ乗せて、お召し上がりください。

★すりごま味：一番ミルキー感があり、シンプルにおいしいです
★バジル味：ＴＨＥ洋風になります。チーズっぽいです
★山椒味：大人の味でおいしいです
★おろししょうが＆すりごま：クセになる味です。何度も使ってしまうおいしさです

①豚バラブロックを 一口サイズに切る。
②豚バラ（300g）としょうが（10g）、 水（400ml）を耐熱容器に入れ、軽くラップをして700wで約4分間加熱する。
③加熱後、流水で洗い、アクを落として水気を切る。
④容器を2個用意し、豚バラを150gずつに分け、「紅・白」それぞれの調味料を加える 。
※れん乳が分離する場合は少し加熱すると他の調味料と混ざりやすい。
⑤約15分間浸ける。
⑥フライパンや鍋などで水分がとぶまで、様子を見ながら加熱する（お好みの水分量まで）。
※油分が気になる場合はキッチンペーパーなどで取る。
※一気に加熱するとれん乳が凝固するため、弱火でよくかき混ぜながら加熱する。
⑦お皿に盛り付けて完成！

＊
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か
の
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ら
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楽酪！豚の紅白煮
日本獣医生命科学大学　茂木千波さん

豚バラブロック…約300g
しょうがチューブ…10g
水…400ml
ねぎ…お好み

■料理研究家中山章子先生に作ってもらいました！
れん乳を使う事で、お肉にコクとまろやかさがアップします。ニンニクを入れると味がしまります。
白は薬味（白髪ねぎや大葉など）と合わせたい味ですね。
★アドバイス：レンジで火を通すよりも、下茹でした方が肉が柔らかく、味がしみこみやすくなります。

●白●白●紅
れん乳…60g
料理酒…大さじ4
醤油…大さじ4

（２～３人分目安）

京のれん乳コンディマン
京都府立農芸高等学校　佐々谷蓮太郎さん、松本順俊さん

（れん乳と白味噌の割合が2：1）
　れん乳…大さじ8
　白味噌…大さじ4

■全農酪農部で、作ってみました！
「コンディマン」とは、フランス語で「手作り調味料」という意味なのですね。
れん乳２+白味噌１を混ぜたベースに、お好みの薬味や香辛料を足すだけで、バリエーション豊かな
ソースが簡単にできました。野菜だけでなく、いろいろな料理に応用できそうです。

●それぞれお好み
すりごま
バジル（乾草または生）
山椒粉末
おろしショウガ

全 農
賞

全農賞全農賞協同乳業賞協同乳業賞
協同乳業
賞

●学校で栽培されている野菜を使いました
賀茂なす
万願寺とうがらし
ズッキーニ
ジャガイモ
タマネギ

オリーブオイル（焼き用）

～日本の酪農を応援！ミッションNO.1

れん乳をたっぷり使い、ミルクの風味を活かしていま
す。簡単に作れて、京都のお正月に欠かせない「白味
噌」や、「京の伝統野菜」を使って、地域の活性化も
図ることを考えています。

★学生ＰＲコメント

簡単な工程なうえ、一度の調理で手軽に「紅・白」の
2種類の味を楽しめます。

★学生ＰＲコメント

（４人分目安）

れん乳…60g
牛乳…大さじ4
ハーブソルト…お好み
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こだわりの国産原材料




